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第２２回 京都府障害者技能競技大会 

終了のご報告 

 

 

令和 7 年 2 月 8 日（土）に 22 回京都府障害者技能競技大会を無事に開催することができました。 

競技に参加いただいた選手の皆さま、また見学にお越しいただきました皆さま、開催・運営にあた

り、ご後援、ご協賛、ご支援をいただきました皆さまのおかげと心より感謝申し上げます。 

今大会では、12 種目の技能競技に 62 名の選手が参加し、日ごろ培った技能を競い合いました。 

それぞれの競技に一生懸命に取り組む選手皆さまの真剣な姿を目にし、多くの感動をいただきま

した。 

来年度もたくさんの方々のご参加をお待ちしております。また今後も多くの皆さまのご支援、ご協

力いただけますようよろしくお願い申し上げます。 

 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 京都支部 アビリンピック事務局 

 

＜第２2 回アビリンピック京都大会開催概要＞ 

  

１ 日 時：令和 7 年２月 8 日（土）12:00～16:15（一部 10:00～開催） 

  

２ 会 場：京都府立京都高等技術専門校 京都府立京都障害者高等技術専門校 

 

３ 主 催：独立行政法人高齢･障害･求職者雇用支援機構 京都支部 京都府  

 

４ 後 援：京都労働局 ハローワーク（公共職業安定所） 京都市  

      京都府教育委員会 京都市教育委員会  京都府高齢・障害者雇用支援協会 

   公益社団法人京都ビルメンテナンス協会 京都府紙器段ボール箱工業組合  

京都新聞社 NHK 京都放送局 KBS 京都 

 

５ 協 賛：聖護院八ツ橋総本店  小川珈琲株式会社 株式会社アグティ 鐘通株式会社 

株式会社島津製作所  京都生活協同組合 株式会社煌  

株式会社王将フードサービス・株式会社王将ハートフル  近建ビル管理株式会社 
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株式会社ヤマコー   英興株式会社   株式会社堀場製作所  

株式会社西村製作所  村田機械株式会社 株式会社 SCREEN ホールディングス 

日東精工株式会社   株式会社ロマンライフ 日新電機株式会社  

日新ハートフルフレンド株式会社 

 

６ 実施種目及び参加人数   12 種目 選手 62 名・介助引率者 27 名・一般見学 119 名  

                   専門委員等 32 名・来賓 33 名・運営スタッフ 62 名 

                   マスコミ関係者３名   計 338 名 

    

ようこそ！アビリンピック京都大会へ！ 

        

       DTP 1 名             ワード・プロセッサ 1 名 

      

   ビルクリーニング 11 名             喫茶サービス 12 名 
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      表計算 6 名                 パソコン操作 4 名 

     

紙箱組立 1 名             パソコンデータ入力 12 名 

        

 製品パッキング 2 名           オフィスアシスタント ６名 

                       （アドバンス） 

         

オフィスアシスタント ５名             電子機器組立 1 名 

（スタンダード）  

 

 



p. 4 

 

 

【参加選手の声（原文のまま）】 

・今回、雪の影響をまともに受けた。２月という開催月を見直してもいいのかもしれないと感じた。 

・データの分割、関数が分からなかった。 

・今回のエプロンは上半身につけるものでしたが、次回は腰につけるエプロンを用意し、ウェイトレスら

しくのぞみたいと思います。 

・２回目の参加で前回よりも力を発揮できたのでよかったです。 

・きんちょうしましたが、これまでの成果を出しきれたのでよかったです。他の人の競技を見てまた違っ

た接客だったのでいい経験ができました。 

・気がついたところは、目をキョロキョロしていたこと。良かったところは、声の大きさが良かった。 

きんちょうもしたけれど。 

・いつも丁寧に対応していただき、当日も、細やかな配慮をありがとうございました。 

・すごく緊張しました。 

・日々、学校で頑張っていることをいかせました。また、失敗したけれど他の人が助けてくれてたり、が

んばれました。 

・初めて参加しました。今回参加して、他の仲間から学べることがあったので、これからいかしていきた

いです。ありがとうございました。 

・失敗から学ばせてもらった事があった。 

・初めて参加したんですが、とても自分のタメになりました。最初は緊張しましたが徐々に緊張も解けま 

した。失敗をした時に、ちゃんと言葉を言えたことが良かったです。苦手なこと得意な所を知れて良か 

ったです。 

・自分の日頃の成果をはっきすることができました。 

・練習していた成果を出しきれて良かった。選手の皆さんの実力を感じられて新たな課題を見つける事

が出来ました。 

・良いけいけんができてよかったし学校にカフェがあるのでカフェで利用しようと思いました。 

・きんちょうしましたが、練習のせいかがでたと思います。 

・とてもきんちょうしましたが、いっしょうけん命がんばりました。 

・自分の仕事のモチベーションＵＰ 

・きんちょうもあったけれど、しっぱいやミスもあって少しおちこんでいるけれど。集中してできたので

よかったし、知ってる人にも会うことができたのでよかった。 

・清掃の事について知ることができたことです。 

・アビリンピックを通して練習の成果が発揮出来たと思います。 

・良い経験ができて良かったです。 
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・他の人やきょうぎを見ることができた。 

・前回よりも自分の成果を発揮できたと思うので、悔いはありません。 

・たのしかった。 

・ありがとうございました。 

・良いけいけんになった。 

・まわりの方がとても優しかった。 

・楽しかったです。ありがとうございました。 

・確認さ、ていねい、スピードをいしきしながら取り組めたのでよかったです。 

・いい経験になりました。 

・来年度のアビリンピックは各作業所へ紹介してほしいです。一般企業に向けて色々と身に付けていこ 

うと思っております。 

・アビリンピック京都大会に参加をさせていただき本当にありがとうございました。 

・今年も自分自身の力をはっきできて、よかったです。 

・楽しかったです。 

・もう少しきょう技時間があっても良いと思う。（特に課題１） 

・特になし。 

・去年より多く入力する事ができて、嬉しかったです。 

・全て大事なことだと思いますし、そういうきかいがあった方が経験として良いと思ったから。 

・今回で２回目の参加でしたが、1 回目よりも成長しているところもあれば、まだまだかいぜんの必要が 

ありました。けれど今回のアビリンピックに参加できてよかったと思います。 

・思っている以上に難しかったけれど、自分のためになることができてよかったです。良い経験になりま 

した。 

・良い経験をさせてくださり、ありがとうございました。 

・スムーズに終わりました。説明も分かりやすかったです。 

・日々のつみかさねを頑張りました。 

・機構の皆様、スタッフの皆様ありがとうございました。協賛企業様、有り難うございました。このアビ 

リンが更に深まることを希望します。(代筆) 
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【来場者の声】 

・真剣さが伝わった（ビルクリーニング） 

・一人だったが、もくもくと作業する姿（電子機器組立） 

・障がいのある方の生きがい、将来の目標にもつながっていく機会と思います。継続して頂いて未来を拓 

いて頂きたい。 

・選手の皆様が丁寧に作業されていたことが印象的でした（ビルクリーニング） 

・もっと物販を増やしてほしい。・難しい内容の検定があった（ＤＴＰ） 

・介護、ベットメイキングを今後競技として取り上げてほしい。本校でも取り組んでおり、京都しごと技 

能検定にもある。 

・初参加でした。練習の成果が出せてほっとしました。こちらが緊張しました。ありがとうございまし

た。 

・物販もっとしていただけたら楽しいです。・すばらしいと思いました。 

・このような機会をいただきありがとうございます。すてきな大会ですので、たくさんの方に見ていただ 

き共生社会に向けた一助となればと思います。 

・スキルや普段の成果が見れて貴重だった。 

・選手の皆さんのひたむきさが伝わってきた。能力だけの向上ではなく、皆が共に生きていけるような周 

囲の理解も必要だと感じた。このようなアビリンピックのような取り組みは、もっと皆さんに理解され 

ていくことが望ましいと思った。 

・後ろからしか見れない競技があった。前から選手が見えたり、画面近くまで行ける配置をしてほしい。 

あと、個々の会場が離れすぎている為、近づけてほしい。 

・データ入力の競技時間が 20 分なのは短いなと思う。印刷作業はＰＤＦ印刷にしたほうが良いと思う。 

一発勝負はかわいそうと思った。アビリンピックで全国優勝して初めて予選を見たが、様々な種目に挑 

まれた方の姿勢に刺激を受けた。 

・天候の悪い中、運営準備他大変お世話になりました。 

7 表彰式：令和 7 年 2 月 26 日（水）10：30～ 

京都府公館 レセプションホールにて開催  

参加者：選手 26 名・同伴・団体企業参加者 19 名  計 45 名 

  


